
【市債発行】
・土木債 新拠点ゾーンまちづくり用地購入事業により約２０億円の増額
・総務債 東松戸複合施設建設事業の完了による減少
・臨時財政対策債 国の方針により３６億円の減額 などにより、全体で２３億５千万円の減額を見込む。

【市債（普通債）残高】
・新拠点ゾーンまちづくり用地購入事業により約２０億円の増
・リサイクルセンター建設事業により約１８億円の増 などにより、３３億円増の６１５億円を見込む。

市債残高の推移（ストック）

（注２）R2以前は決算額、R3及びR4は見込額。
（注３）臨財債等には、臨時財政対策債、減税補てん債、臨時税収補てん債を含む。

令和４年度 市債発行額（フロー）

（注）計数はそれぞれ四捨五入のため、端数において合計と合致しない場合がある。

令和４年度 市債発行及び残高の状況（一般会計）

（単位：億円）

令和３年度 令和４年度

総務債 12.8 3.4

民生債 3.7 3.2

衛生債 24.4 20.2

土木債 25.2 47.1

消防債 2.7 2.1

教育債 8.6 7.8

臨時財政対策債 66.0 30.0

借換債 13.7 19.8

合　計 157.1 133.6
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